
コラム
column

な
っ
た
状
態
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
火
災
に
よ
っ
て
住
居
が
燃

え
た
跡
だ
と
考
え
ら
れ
、
遺
跡
の
南

部
に
多
く
見
つ
か
っ
た
。
火
災
の
原

因
は
定
か
で
は
な
い
が
、
同
時
期
の

住
居
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
、
な

ん
ら
か
の
理
由
で
大
火
災
が
起
こ

り
、
一
挙
に
燃
え
て
し
ま
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
尾
山
台
団
地
の
中
ほ
ど
に

あ
る
公
園
の
一
角
に
、
尾
山
台
遺
跡

か
ら
見
つ
か
っ
た
住
居
の
大
き
さ

と
、
柱
穴
を
表
現
し
た
空
間
が
あ
る

（
写
真
３
）。
本
物
の
住
居
跡
は
な
く

な
っ
た
が
、
こ
の
公
園
や
団
地
の
壁

画
に
、
当
時
の
姿
の
一
部
が
残
さ
れ

て
い
る
。
尾

山
台
の
人
々

の
繁
栄
は
、

現
代
の
団
地

に
引
き
継
が

れ
た
。
今
も

昔
も
こ
の
土

地
に
は
、
集

落
を
つ
く
っ

て
人
々
が
暮

ら
し
て
い
る
。

（
上
尾
市
生

涯
学
習
課
）

　
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
東
大
宮
駅
か
ら
北

に
1.3
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
く
と
、

瓦
葺
の
尾
山
台
団
地（
Ｕ
Ｒ
都
市
機

構
）が
見
え
て
く
る
。
現
在
、
約
１

７
０
０
戸
が
あ
る
こ
の
地
に
は
、
か

つ
て
古
墳
時
代
の
始
め
頃
に
も
多
く

の
人
々
が
暮
ら
し
て
い
た
。
尾
山
台

遺
跡
で
あ
る
。

　
昭
和
40
年
の
秋
、
尾
山
台
団
地
の

建
設
に
伴
い
発
掘
調
査
が
行
わ
れ

た
。
調
査
の
結
果
、
弥
生
時
代
末
期

か
ら
古
墳
時
代
初
頭（
約
１
８
０
０

～
１
７
０
０
年
前
）に
か
け
て
の
住

居
跡
が
約
60
軒
見
つ
か
り
、
大
規
模

な
集
落
跡
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た

（
写
真
１
）。
当
時
、
一
つ
の
遺
跡
か

ら
住
居
跡
が
60
軒
以
上
ま
と
ま
っ
て

見
つ
か
っ
た
の
は
、
全
国
初
の
発
見

で
あ
っ
た
。ま
た
縄
文
時
代
や
奈
良・

平
安
時
代
の
住
居
跡
や
遺
物
も
、
数

は
少
な
い
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

　
住
居
の
一
辺
の
長
さ
は
、
お
お
よ

そ
３
～
７
メ
ー
ト
ル
で
、
一
般
的
な

大
き
さ
で
あ
る
。
柱
ち
ゅ
う

穴け
つ（
柱
を
立
て

る
穴
）が
４
カ
所
ほ
ど
設
け
ら
れ
、

そ
の
内
側
に
炉
跡
が
見
つ
か
る
こ
と

が
多
い
。
か
ま
ど
が
で
き
る
前
の
時

代
で
あ
り
、
土
器
は
炉
で
煮
炊
き
の

時
に
使
用
す
る
、
台だ
い
つ
き付
甕か
め
が
た形
土ど

き器
の

出
土
が
目
立
つ（
写
真
２
）。
収
穫
し

た
食
料
な
ど
を
保
存
し
た
貯ち
ょ
ぞ
う蔵
穴け
つ
が

あ
る
住
居
跡
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。

住
居
は
、
造
ら
れ
た
場
所
や
向
き
、

見
つ
か
っ
た
土
器
の
年
代
な
ど
に
よ

り
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け

ら
れ
、
数
世
代
に
わ
た
っ
て
こ
の
地

が
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
見
つ
か
っ
た
住
居
の
う
ち
約
20
軒

か
ら
は
、
炭
化
し
た
木
材
が
折
り
重

　尾山台遺跡の発掘調査は、新しい時代の
発掘調査の先駆けとなった。
　まず表土層の掘削に大型重機を使用した
ことは、全国初であり大きな衝撃を与えた。
表土層が厚く、調査面積が２万平方メート
ルという当時ではあまり例を見ない広さで
あったため、能率を高める必要に迫られ導
入した。遺跡・遺構の破壊につながるとし
て批判もあったが、現在では一般的な調査
方法になっている。ヘリコプターによる遺
跡の空中写真撮影も、埼玉県内では初めて

の試みだった。
　当時では県内有数の大規模な発掘調査で
あった。そのため、調査主体となった埼玉
考古学会を中心に、県や市の教育委員会を
はじめ県内の研究者、首都圏の大学生の他、
近隣の上尾市内の高校生や婦人会など多く
の人たちが調査に参加・協力した。
　尾山台遺跡は、古代の人々の暮らしを今に
伝える貴重な遺跡であるとともに、考古学の
発掘調査の手法を新たに開拓した重要な遺跡
として、学史にその名前を残している。

今
も
昔
も
住
宅
地

�
～
尾
山
台
遺
跡（
瓦
葺
）～

学史に残る初めてづくしの発掘調査

発掘調査風景。広大な調査面積
であることが分かる

写真１　発掘された尾山台遺跡（昭和４０年）

２80

国道16
号

国道16
号

瓦葺中瓦葺中原市分署原市分署

原市南小原市南小

つつじ苑つつじ苑
原市沼川原市沼川

瓦葺小瓦葺小

尾山台小尾山台小
尾山台遺跡尾山台遺跡

N

見
沼
代
用
水

尾
山
台
団
地

尾
山
台
団
地

さ
い
た
ま
栗
橋
線

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線（
宇
都
宮
線
）

東
大
宮
駅 大
宮
↓

↑
蓮
田

さ
い
た
ま
菖
蒲
線

（
第
二
産
業
道
路
）

上尾市

遺跡が語る上尾の歴史

写真₃　尾山台団地のモニュメント 写真₂　台付甕形土器
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